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　「３×３（さんかけさん）でちょうどいい」―これは職員が

考えたキャッチコピーとロゴマークです。面積が約９㎢、

東西と南北の距離がそれぞれ約３㎞であることから「３×

３」と表しました。コンパクトな町域を強みとして、住みやすくちょうどいいまちであ

ることをＰＲしたいという思いが込められています。

　播磨町には２つの鉄道駅と主要な幹線道路があり、通勤や通学にも便利なことか

ら、ベッドタウンとして多くの方が暮らしています。また、臨海部にはたくさんの企

業が操業し、地域の雇用や経済を支えています。

　こうした特性を生かし、「第５次播磨町総合計画」の将来像「いいとこいっぱい！ 笑

顔いっぱい！ みんなでつくる ふるさと はりま」を実現するために、これまで前期基本

計画に基づき、様々な施策を進めてきました。

　一方で、少子高齢化や東京一極集中の進行、ICT技術や生成AIの急速な進展に

よるライフスタイルの変化、さらには自然災害など、私たちを取り巻く環境は厳しく、

依然として多くの課題を抱えています。

　このような状況にあっても、将来にわたり、安全・安心に暮らせる持続可能なまち

づくりを進めるために、総合的・計画的な行政運営の指針となる「第５次播磨町総合

計画後期基本計画」と、目標人口の達成をめざす「第３期播磨町総合戦略」を一体的

に策定しました。

　計画では、市街化調整区域を新たに土地利用検討ゾーンと位置づけるなど、地域

特性を生かした計画的で秩序ある土地利用を進め、あわせて、いろんな施策に取り

組むことで、令和12年（2030年）に約34,000人規模の人口をめざします。元気で

活力ある播磨町は、まだまだ多くの可能性を秘めています。さらに大きく成長するた

めに、住民の皆さまをはじめ企業や各種団体の方々、議会とチカラを合わせ、共に

歩んでまいりたいと思っています。

　結びに、計画の策定にあたり、審議を尽くしていただいた播磨町長期総合計画審

議会の委員の皆さまをはじめ、アンケートやワークショップなどでご協力いただいた

関係各位に心から感謝申し上げます。
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